
　

７
月
14
日
か
ら
家
賃
の
一
部
を
国

が
補
助
す
る
「
家
賃
支
援
給
付
金
」

の
申
請
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
家
賃
支
援
給
付
金
は
令
和

２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
約
２
兆

円
が
計
上
さ
れ
、
５
月
の
緊
急
事
態

宣
言
の
延
長
等
に
よ
り
、
売
上
げ
の

減
少
に
直
面
す
る
事
業
者
の
事
業
継

続
を
下
支
え
す
る
た
め
、
地
代
・
家

賃
（
賃
料
）
の
負
担
の
軽
減
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。　

　

最
長
９
ヵ
月
分
の
賃
貸
住
宅
の
家

賃
が
支
払
わ
れ
る
「
住
居
確
保
給
付

金
」と
合
わ
せ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
個
人
、

中
小
企
業
の
救
済
に
役
立
つ
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
景
気
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
内
閣
府
が
７
月
８
日
に
公
表

し
た
、
景
気
の
指
標
と
な
っ
て
い
る

６
月
の
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
厳
し
さ
は
残
る
も
の
の
、

持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
先

行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の
動
向

を
懸
念
し
つ
つ
も
、
持
ち
直
し
が
続

く
と
み
て
い
る
」
と
ま
と
め
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
２
〜
３
ヵ
月
先
の
景

気
の
先
行
き
に
対
す
る
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

家
計
動
向
関
連
、
企
業
動
向
関
連
、 

雇
用
関
連
の
全
て
の
Ｄ
Ｉ
が
上
昇
し

た
こ
と
か
ら
、
前
月

を
７
・
５
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
（
Ｔ
Ｄ
Ｂ
）

の
６
月
調
査
の
「
Ｔ

Ｄ
Ｂ
景
気
動
向
調
査

（
全
国
）」
結
果
に
よ

り
ま
す
と
、
６
月
の

景
気
Ｄ
Ｉ
は
９
ヵ
月

ぶ
り
に
前
月
比
２
・

４
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ス

で
、
平
成
28
年
11
月

以
来
３
年
７
ヵ
月
ぶ

り
に
全
10
地
域
で
下

落
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

国
内
景
気
は
、
経
済

活
動
が
再
開
し
て

徐
々
に
動
き
始
め
た
こ
と
で
、
急
落

傾
向
が
下
げ
止
ま
り
、
今
後
は
後
退

傾
向
が
一
時
的
に
下
げ
止
ま
る
も
の

の
、
力
強
さ
に
欠
け
る
動
き
が
続
く

と
見
ら
れ
る
、
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
銀
行
が
７
月
９
日
開

催
の
支
店
長
会
議
に
向
け
て
収
集
し

た
情
報
を
も
と
に
集
約
し
た
、
地
域

経
済
報
告｢

さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト｣

（
令

和
２
年
７
月
）
に
よ
り
ま
す
と
、
各

地
域
の
景
気
の
総
括
判
断
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
前
回
調
査
の
４
月
時
点
に
続

き
、
全
て
の
地
域
が
判
断
を
引
き
下

げ
て
お
り
、「
悪
化
し
て
い
る
」
ま
た

は
「
厳
し
い
状
態
に
あ
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
住
宅
投
資
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
「
弱
め
の

動
き
・
減
少
し
て
い
る
・
緩
や
か
に

減
少
し
て
い
る
」
と
、
判
断
し
て
い

ま
す
。

　

中
で
も
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、

「
貸
家
の
着
工
で
は
、
景
気
の
先
行

き
不
透
明
感
か
ら
、
オ
ー
ナ
ー
が
契

約
を
先
送
り
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ

る
」(

名
古
屋)

に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、
投
資
環

境
が
弱
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

新
設
を
見
送
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。経
済
活
動
に
も
支
障

が
生
じ
、
急
速
な
回
復
に
結
び
つ
く
Ｖ
字
回
復
と
い
き
ま
せ
ん
。
様
子
見
の
中
、

活
動
の
枠
を
工
夫
し
て
広
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。賃
貸
市

場
を
取
り
巻
く
こ
こ
１
ヵ
月
の
経
済
事
情
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
貸
家
の
新
設
投
資
環
境
は
弱
気

景
気
の
先
行
き
判
断
は
上
昇
を
示
す
も
の
の
力
強
さ
に
欠
け
る
動
き

経済活動の再開で、３月４月の急落傾向が下げ止まったようですが、
問題はコロナウイルス感染症の拡大がどの辺りで落ち着くかです

賃貸市場でもオンラインで物件を見学
する動きが広がっています

　

全
て
の
地
域
が
判
断
を
引
き
下
げ



　

こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
は
長
い
付
き
合
い
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

た
め
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
か
ら
公
表
さ
れ
て
い

る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」
を
日
々

の
生
活
で
実
践
し
て
、
脇
を
固
め
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

改
正
を
重
ね
、
国
の
感
染
症
対
策

と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
「
三

つ
の
密
を
徹
底

的
に
避
け
る
」

「
人
と
人
と
の

距
離
の
確
保
」

「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
手
洗
い
な
ど
の

手
指
衛
生
」
な
ど
の
基
本
的
な
対
策

の
よ
り
一
層
の
推
進
で
す
。　

　

不
動
産
業
界
向
け
に
は
国
土
交
通

省
か
ら
「
不
動
産
業
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン(

業
界
団
体
向
け)

」
が

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
専
門
家
会
議
か
ら
の
提
言
を
踏

ま
え
た
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

実
践
例
が
厚
生
労
働
省
か
ら
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
の
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、「
事
業

者
は
社
会
全
体
の
感
染
拡
大
防
止
に

繋
が
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、

個
々
の
職
場
の
特
性
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
、『
三
つ
の
密
』が
生
じ
、
ク
ラ
ス

タ
ー
感
染
発
生
リ
ス
ク
の
高
い
状
況
を

回
避
す
る
た
め
、
最
大
限
の
対
策
が
必

要
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
生
活
様

式
」
と
し
て
、
大
き

く
次
の
３
つ
の
実
践

が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
基
本
は
対
策

本
部
や
国
交
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
共
通

し
て
い
ま
す
。
①
身
体
的
距
離
の
確

保
②
マ
ス
ク
の
着
用
③
手
洗
い
、
の

感
染
防
止
の
３
つ
の
基
本
。
そ
し
て
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
、
エ
ア
コ
ン

併
用
で
室
温
を
28
度
Ｃ
以
下
と
す
る

こ
ま
め
な
換
気
な
ど
で
す
。

　

さ
ら
に
、
働
き
方
の
新
し
い
ス
タ

イ
ル
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
、

時
差
通
勤
で
ゆ
っ

た
り
と
、
オ
フ
ィ

ス
は
広
々
と
会
議

は
オ
ン
ラ
イ
ン
、

対
面
で
の
打
ち
合

わ
せ
は
換
気
と
マ

ス
ク
の
着
用
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
百
年

前
に
流
行
し
た
ス

ペ
イ
ン
風
邪
の
対

処
法
と
変
わ
ら
な

い
そ
う
で
す
が
、
と
く
に
無
理
な
く

実
践
で
き
る
内
容
で
す
か
ら
、
こ
れ

ら
を
実
践
し
て
何
と
か
終
息
に
向
け

堪
え
た
い
も
の
で
す
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
年
１
回
公
表
さ

れ
る
土
地
白
書
の
令
和
２
年
版
で
は
、

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
土
地
の
利

用
と
管
理
に
係
る
取
組
み
、
土
地
基

本
法
等
の
改
正
と
土
地
基
本
方
針
に

基
づ
く
総
合
的
土
地
政
策
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
不
動
産
市
場
等
の

動
向
は
、
地
価
変
動
の
推
移
と
し
て

住
宅
地
・
商
業
地
と
も
全
国
平
均
で

上
昇
が
継
続
。
と
く
に
、
主
要
４
市

以
外
の
地
方
圏
で
も
商
業
地
が
28
年

ぶ
り
に
上
昇
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
市
場

は
東
京
の
都
心
５
区
、
大
阪
、
名
古

屋
、
札
幌
、
仙
台
、
福
岡
各
都
市
の

空
室
率
が
低
水
準
で
推
移
。

　

土
地
の
資
産
性
に
対
す
る
国
民
の

意
識
に
つ
い
て
は
、「
土
地
は
預
貯
金

や
株
式
な
ど
に
比
べ
て
有
利
」
と
す

る
割
合
が
低
下
傾
向
、
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
昨
年
か
ら
今
年
春
ま

で
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
土
地
需
要
の
好

調
な
時
の
様
子
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
主
要
都
市
１
０
０

地
区
の
高
度
利
用
地
等
に
お
け
る
地

価
動
向
を
調
査
し
た
、「
令
和
２
年

第
１
四
半
期
の
地
価
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
レ

ポ
ー
ト
」
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
２

年
１
月
１
日
〜
４
月
１
日
の
調
査
結

果
は
、
上
昇
地
区
数
が
97
地
区
か
ら

73
地
区
に
減
少
し
、
横
ば
い
地
区
数

が
３
地
区
か
ら
23
地
区
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
商
業
系
で
は
元
町
（
横
浜

市
）、
岐
阜
駅
北
口
（
岐
阜
市
）、
丸

亀
町
周
辺
（
高
松
市
）
の
３
地
区
、住

宅
系
で
は
大
濠
（
福
岡
市
）
の
１
地

区
の
計
４
地
区
で
下
落
。
下
落
は
平

成
26
年
第
２
四
半
期
以
来
で
す
。

　

緩
や
か
な
上
昇
が
続
い
た
こ
れ
ま

で
の
傾
向
に
変
化
が
見
ら
れ
る
主
な

要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
多
く
の

地
区
で
需
要
者
の
様
子
見
な
ど
取
引

き
の
停
滞
が
見
ら
れ
、
地
価
の
上
昇

傾
向
が
鈍
化
し
た
こ
と
や
、
地
価
動

向
の
変
化
が
大
き
か
っ
た
地
区
で
は
、

と
く
に
ホ
テ
ル
、
店
舗
需
要
の
比
重

が
高
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
相
続
、
遺
贈
、

贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る

相
続
税
及
び
贈
与
税
の
財
産
を
評
価

す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
令
和
２
年

分
の
路
線
価
が
国
税
庁
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
全
国
約
32
万
地
点
の

標
準
宅
地
は
令
和
元
年
比
で
１
・

６
％
の
上
昇
で
、
５
年
連
続
し
て

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

対
前
年
比
で
大
き
く
上
昇
し
た
の

は
北
海
道
、
東
京
都
、
京
都
府
、
大

阪
府
、
広
島
県
、
福
岡
県
、
沖
縄
県

の
１
道
１
都
２
府
３
県
。
や
は
り
訪

日
外
国
人
客
の
増
加
に
伴
う
再
開
発

が
上
昇
を
け
ん
引
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
路
線
価
に
つ
い
て
は
国
税

庁
で
は
、
訪
日
外
国
人
客
が
激
減
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
価
が

ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
見
極
め
て

減
額
修
正
を
検
討
し
て
い
る
、
と
の

報
道
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　孤独死の発生や高齢者入居の取り
組みが注目されているおり、全国宅
地建物取引業協会連合会 ( 全宅連 )
と全国宅地建物取引業保証協会（全
宅保証）はこのほど、こうした問題
に正面から議論して提言した「令和
元年度住宅確保要配慮者等の居住支
援に関する調査研究報告書」を公表
しました。
　全宅連、全宅保証では、中小不動
産業者が住宅確保要配慮者に対して
積極的に取り組めるように、「住宅確
保要配慮者等の居住支援に関する調

査研究会」を
開催するなど
周知活動を行 
ってきました。
　平成 30 年に
続いて、令和

元年度でも高齢者の入居を拒む一番
大きな要因が、「孤独死＝事故物件」
とされていることから、「孤独死に係
る 説 明・ 告 知 の あ り 方 に 係 る 考 え
方」を取りまとめたもので､ ｢『孤独
死』と『事故物件』」「心理的瑕疵の
考え方」「説明・告知のあり方に関す
る考え方の整理」など、孤独死と事
故物件について画期的な提言をして
います。

　貸主としては、仮に孤独死が生じ
たとしても早期に発見できるように
して、賃貸住宅経営上のリスクを可
能な限り軽減することが大切。その
ためには、不動産事業者の役割が極
めて重要となるのであり、不動産事

業者は貸主だけでなく、借主との関
係 構 築 に 努 め る こ と が 大 切 と な る、
しています。
　そして、孤独死に伴い貸主に生じ
う る 様 々 な リ ス ク を 軽 減 す る た め、
また「入居者の尊厳」を守るために、
貸主・借主（入居希望者）の双方に
対し、保険商品の利用や見守りシス
テムの活用等の「提案力」を高めて
い く こ と も 重 要、 と 結 ん で い ま す。 
　 な お、 報 告 書 の 全 文 は 全 宅 連 の
ホームページからダウンロードでき
ます。孤独死、事故物件について注
目すべき見解を述べています。一度
目を通されることをお勧めします。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
初
め
に
は
６
月
の
梅
雨
も

ほ
ぼ
終
わ
っ
て
、
夏
本
番
の
シ
ー

ズ
ン
到
来
と
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
っ
て
、｢

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ｣

時
代
の
夏
を
ど
う
過
ご
す
べ
き
か

と
考
え
て
い
た
矢
先
の
豪
雨
災
害

で
す
。

　

堤
防
が
決
壊
し
て
流
れ
込
む
泥

水
に
家
屋
が
流
さ
れ
る
報
道
を
見

て
い
ま
す
と
心
が
痛
み
ま
す
。
改

め
て
自
然
の
脅
威
と
国
民
生
活
を

守
る
治
水
の
重
要
性
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
す
。

　

数
十
年
に
一
度
の
雨
量
が
降
っ

た
と
い
っ
て
も
、

異
常
な
集
中
豪
雨

は
す
で
に
恒
常
的

に
発
生
し
て
い
る

の
で
、
突
発
的
な

豪
雨
に
も
日
頃
か

ら
用
意
周
到
に
避
難
に
備
え
て
お

く
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
１
〜
２
ヵ
月
は
厳

し
い
暑
さ
が
続
き
、
健
康
管
理
同

様
、
建
物
管
理
に
も
早
目
早
目
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。                    

　

例
年
、
夏
場
に
引
越
し
さ
れ
る

お
客
様
は
少
な
い
の
で
す
が
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
影
響
し
て
か
、

少
し
変
則
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
、

部
屋
を
探
す
お
客
様
の
来
店
が
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

「令和元年度 住宅確保要配慮者等の居住支援に関する調査研究報告書」

土
地
白
書
・
路
線
価
等
に
見
る
土
地
の
最
新
動
向

コ
ロ
ナ
禍
前
の
土
地
需
要
の
好
調
さ
を
映
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
土
地
価
格
へ
の
影
響
が
注
目
さ
れ
る

中
、
こ
こ
１
ヵ
月
に
公
表
さ
れ
た
土
地
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
、
最
新
の
土

地
の
動
向
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

中小不動産業者が積極的に取り組めるように
孤独死と事故物件について画期的な提言

自然の脅威と治水の重要性を
思い知らされます

コ
ロ
ナ
禍
前
の
土
地
需
要
の
好
調
な
時
と
比

較
し
て
、地
価
に
変
化
が
出
始
め
ま
し
た

〈
短
期
連
載
〉「
感
染
症
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
」

｢

新
し
い
生
活
様
式｣

と
し
て
３
つ
の
実
践
が
提
案
さ
れ
る

　｢入居者の尊厳｣を守るためにも
　｢提案力｣を高めることが重要

　

　

訪
日
外
国
人
客
の
激
減
が

　

不
動
産
投
資
に
影
響

( ※ ) 本紙に掲載しています写真はイメージです。記事と直接関係はありません。

　
日
々
の
生
活
で
実
践
し
て
脇
を
固
め
た
い
も
の
で
す


